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   Based on the results of culture and sensitivity tests of urine from the patients with 

urinary tract infections, Colimycin was administered intramuscularly and orally, and follow-

ing results were obtained. 

 1) Of 17 patients, intramuscularly administered, 13 patients showed improvement both 

in clinical and bacteriological findings. 

 2) Of 19 patients, orally administered, 8 patients showed improvement. 

 3) Mild gastric discomfort was expressed by 2 patients during oral administration and 

comparatively severe pain at the site of injection was commonly stressed.

1緒 言

泌尿器科領域における感染症は,他 のそれと

異なり,種 々の特殊性を有しておるが,そ れに

加えて,近 時耐性菌や,交 代菌の問題から,使

用すべき薬剤の撰択,投 与法等についても慎重

な考察が必要となつて来た.

著者等は今回,科 薬抗生物質研究所に於て製

造されたメタンスルフォン酸コリスチンナ トリ

ゥム(以 下COMと 略称する)を 使用 す る機

会を得たので,そ の 臨床 応 用の結果を報告す

る.

ll尿 路感染症の分離菌

対象とした症例は36例であるが,こ れを急性感染

症,慢 性感染症の2群 に大別し,急 性感染症にっいA

は,急 性膀胱炎,急 性腎孟炎,急 性前立腺炎,慢 性感

染症では,単 純な慢性膀胱炎,主 として膀胱癌を合併

した慢性膀胱炎すなわち腫瘍性膀胱炎,前 立 腺 肥大

症,尿 道狭窄等,下 部尿路通過障碍を有する慢性膀胱

炎,膀 胱腫瘍,前 立腺腫瘍,尿 道狭窄等,下 部尿路疾

患術後で,尿 道に留置カテーテルを施した慢 性膀 胱

炎,さ らに,そ の場合,カ テーテルを抜去した後のも

の,及 び上部尿路の慢性感染症に細分して,そ れぞれ

の分離菌を検討した(第1表).

細菌分離は,膀 胱尿及び腎尿を無菌的操作のもとに

採取,遠 心沈澱し,沈 澱の一部をグラム染色し,他 を

血液寒天,Heart・infusion培 地,B,T.B.培 地 等

で分離培養 場合によつてはさらに鑑別培養を行なつ

て菌種を同定した,

その結果,検 出し得た菌株は43株 であ り,第1表 の

如く,そ の内桿菌は34株(79.1%,)球 菌は9株(20,
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第1表 尿 路 感 染 症 と分 離 菌

急 性 感 染 症 慢 性 感 染 症

急 急

性 性

膀 腎

胱 孟

炎 炎

球

菌

桿

Staph.aureus

Staph.epiderm.

Enterococcus

グラム陽性連鎖球菌

4

1

E.coli

Aerobactercloacae

Proteus

Klebslella

7

1

2

1

2

急

性

前

立

腺

炎

慢

性

膀

胱

炎

腫 下る

瘍 醐
性 鷺

膀 過

胱 駿
炎 あ

1

1

下(

欝
影

薙
後)

1

爵1
疾テ 路

縫1

計

()内%

菌

5

1

2

1

9

(20.9)

Pseudomonas

Citrobacter

Paracolobacarizonae

Bacteranitratum

1

1

1

3

1

1

3

1

1

王

1

1

1

1 1

2

16

4

4

5

2

1

1

1

34

(79,1)

計 13 6 3 5 5 2 4 1 4 43

.9%)と な つ て お り,圧 倒 的 に グ ラ ム陰性 桿 菌 が 多

く,こ こで も尿 路 感 染 症 の 一 特 徴 を 現 して い る.桿 菌

の内では や は り大 腸 菌 が 最 も多 く16株(37.4%),次

いで 、Klebsiella,Proteus,Cloaca,Pseudomonas

の順 に発 現 して い る.

疾 患 と 分 離 菌 との 関 係 を 見 る と,急 性 膀 胱 炎 に

E.coliが 多 く,し か もStaph,aureusを 比 較 的 に

多 く見 た.な お 上 部 尿 路感 染 症 に2例 のPseudomo-

nasを 見 た が,こ れ は い ず れ も,両 側 尿 管 皮 膚 吻合 術

を施行 し,腎 孟,尿 管 昏 カテ ーテ ル 留 置 中 の 患者 の慢

性 腎孟 炎 に 発 現 した もの で あ る.

皿 分離菌の化学療法剤感受性

43株 の分 離 菌 の 化学 療 法 剤 に対 す る感 受 性 検 査 の 結

果は 第2表 の如 くで あ る.対 象 とした 化 学 療 法 剤 は,

Penicillin(P),Streptmycin(SM),Chloramphe-

nicol(CP),Tetracycline(TC),Erythromycin

(EM),

Lencomycin(L),Kanamycin(KM),

第2表 分離菌の各種抗生剤に対する感受性

抗 生 物 質

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

三1

Penicillin

Streptomycin

Chloramphenicol

Tetracycline

Erythromycin

Leucomycln

Kanamycin

Oleandomycin

Sulfadrugs

Furadantin

Colimycin

感受性 百分率
株 数(%)

2

5

15

14

12

7

35

1

2

21

30

4.7

14.0

34、9

32.6

27.9

16.3

81.2

2.3

4.7

48,8

69.8

Oleandomycin(OL),'Sulfadrugs(Su),(Su存 ま

Sulfisoxazol及 びSulfmethoxypyridazine),Fura一
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dantin(F)の10種 にCOMを 加 えた11種 で あ る.

感 受性 検 査 は す べ て デ ィス ク法 に よつ た が,COM,

Fを 除 く他 の 薬剤 は 昭和 薬 品製 感 応 錠 を用 い,そ の

判 定 規準 に従 い,FはBalti孤oreBiologicalLabo-

ratory製 の 感 応錠 を用 い た.COMは 科薬 研 究 所 製

500u.の もの を 使 用 して判 定,感 受 性 或 い は 抵 抗性

と した.

43株 中KMに 感 受 性 を 示す もの35株(8ユ.2%)と

最 も高率 であ り,次 い でCOM19株(69.8%)と

す く・れ た率 で あ り,Fの48.8%,CPの34.9%,TC

の32.6%,EMの27,9%が そ れ に 次い で い る.グ ラ

ム陰 性桿 菌 が 多 い 関 係 もあ り,OL.L等 マ ク ロ ライ

ド系 の もの はは るか に低 率 を 示 して い る.

IV臨 床 成 績

COMはBacilluspolymyxaVarcolistinusの

培 養 液 よ りえ られ たColistinの メ タ ン スル フ ォソ 酸

塩 で あ り,グ ラム陰 性桿 菌 に 撰 択 的,殺 菌 的 に 作 用

し,耐 性菌 が 出来 難 く,従 来 の塩 酸塩,硫 酸 塩 に 比 し

最 高 血 中 濃 度 も高 く1),注 射 時 の瘍 痛 も 少 な い と され

てい る2)

COM投 与 の対 象 と した症 例 は36例 で あ るが,投 与

法 に よつ て これ を4群 に分 け,400万 単 位 筋 注 群(200

万 単 位 宛1日2回 筋 注),200万 単 位 筋 注 群(1日1回

筋 注),800mg内 服 群(1カ プセ ル100mg力 価 の も

の8カ プセル1日4分 服),400mg内 服群(1カ プセ

ル100mg力 価 のもの4カ プセル1日4分 服)と した.

使 用期間は400万 単位筋注群は3～7日,200万 単位

のものは6～ ユ2日,800mgの ものは3～8日400mg

の ものは3～7日 間である,

効果の判定は,臨 床症状の軽快,尿 所見の改善,使

用後の培養による菌の消退を認めたものを有効,そ の

内いずれかを認めた ものをやや有効,何 等の改善も見

られなかつたものを無効とした.

なお内服例についてであるが,COMは 経 口投与に

よつてわずかな吸収しか認められないとされ=て い る

が3)4),著 老等は試みに筋注例に比してはなはだ大 量

を使用してその効果を うかがつた.

1)COM400万 単位筋注群

症例は12例tt急 性膀胱炎4例,急 性腎孟炎4例,慢

性腎孟炎1例,慢 性膀胱炎3例 を対象としたが,急 盤

膀胱炎では全例に有効,し かも3例 はTC,CP,F等

に よる治療の既往がある.急 性腎孟炎では4例 中3例

に有効乃至はやや効であつた.慢 性膀胱炎では,膀 胱

癌及び尿道狭窄術後でカテーテル留置中の複雑な感染

症で,CP,KM,Su,TC,等 の前治療にも抵 抗 した

ものであるが,や や効果がおとり,有 効1,や や有効

2,無 効1で ある.な おE.coliを 検出した 症例は

4例 あるが,す べてに効果があつた(第3表).

第3表400万 単 位 筋 注 例

No.
症

例
性園 診 断 前治療 分 離 菌

iiH.E.1,

211.F.1♂

;i

COM 効 果

投与法陪 劃 麟 尿所見1判定

31N.T.

41K.N.

51K.H.

　

61T.F.

♀

ト ニ

　 　

52ト 急 性 勝 胱 炎iな し
iト
45

12

61,,
♂

6

7M.N.1♂

8H.Y.1δ

9,M,S.9

1QS・N・i9

ミ
1正.T.1.1♂

12iK.S.6

〃

〃

〃

1、3・急 性 腎 孟 炎

70

43

[62

1
52

17011
1

72

〃

〃

慢 性 膀 胱 炎
(膀胱癌)
　

(〃)

〃

1TC.1
CP.

F.

CP.

な し

Sulf.

CP.

Sulf.CP.
TC.

・…li!・ ・万 ・3'…er・c・ccus

Staph.aureuskoo万 ×7
.一

E.coli

改

改

… 万 ・61St・ph.・pid・ 司 改

IStaph .aureusI400万 ×71

11

Cloaca

jCloaca
Arizona
f
IKlebsiella
i

400万 ×6Cloaca

陣蜘
"1な し

麗 腎 融Su証C・9,・ 、跳,、d。,
m… 万 ・・;

lSulf.;Klebsiella
11

な しiE.coli

ICP .KM.Proteus

400万 ×6-

400万x3Klebsiella

l・

i
l400万 ×4「Klebsiella

400万 ×6Staph.aureus

'`1(カ テ ーテ ル 留置)i・・1f・…{・n・er・c・ccu・i400万 ×6、P「ot・u・

改

不変

1改

i改

やや改…

やや改

i改

i改

不変

改

改

改

改

不変

醸

改

改

改

改

改

不変

有効

有効

有効

有効

無効

有効

有効

やや効

有効

やや効

やや効

無効
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2)COM200万 単 位筋注群

200万 単位1日1回 筋注例は5例 であるが,急 性 膀

胱炎症例2例 中1例 は有効,1例 はやや効,慢 性膀胱

第4表200万

825

炎3例 中やや効1例,無 効2例 となっており,400万

単位筋注例に比し明らかにその効果は劣つている.こ

こでも慢性感染症に比し,急 性のそれに効果がす ぐれ

ていることが観取された(第4表).

単 位 筋 注 例

症
No.

例

1

2

3

4

5

M.Y.

S.S.

T.M.

G.K.

Y.T.

性

♀

ε

6

♂

♀

年

令

25

50

68

72

55

診
1

断 前 治 療 ・分 離 菌1

1

COM 効 果

投与法陪 養 麟 瞬 見判定

急 性 膀 胱 炎

〃

慢 性 膀 胱 炎

〃

〃

な し

Sulf

CP

Sulf

CP

Sulf

CP

iTC

E.coli200万 ×7

…騒R}'。ureu、1・ 。・万 ・・

E.coli200万 ×6

島6農i2・ ・万・・

Klebsiella 200万

×12

Staph.aureus

Enterococcas

Hafuia

Klebsiella

改

やや改

不変

不変

改

改

不変

不変

改1や や改

有効

やや効

無効

無効

やや効

3)800皿g内 服 群

内服例は前述 した如 く,腸 内吸収の悪さを考慮して

極めて大量を投与した.す なわち,400万 単位は133.

2mgで あるので800mgは その約6倍 である.1カ

プセル100mg力 価 のものを2カ プセル宛1日4回 内

服せしめたが,投 与期間は3～8日 である.

症例は11例,急 性膀胱炎3例 中有効2例,無 効1

例,急 性前立腺炎1例 はやや有効,亜 急性前立腺炎1

例は無効,膀 胱癌,前 立腺肥大症及びその術後の如ぎ

複雑な感染症である慢性膀胱炎4例 ではわずかにやや

有効1例,他 は無効であった.症 例10及 び11は,

Pseudomonasを 検出したが,4～8日 の内服によつ

て,培 養上Pseudomonasは 消失している.症 例10

は両側珊瑚樹状結石の患老で,右 側に対し腎切石術を

施行したが,術 後創部に腎孟 と交通のある痩孔を形成

し,術 後15日 ごろより創部分泌液に緑膿を認めるよう

第5表800皿9内 服 例

No.

1

2

3

症

例

O,Y.

H.Y,

A.0.

41H.o.

51Y・H・

61S.Y.

7

8

9

10

11

T.M.

R.T.

K.0.

T.H.

S.M.

性

6

♀

♀

6

♂

6

6

♂

♂

♂

♂

年i
l診

令1

断1前 治療 、分 離 菌

COM

投与法

効 果

培 養 麟 肺 見判定

68緬 性 膀 胱 炎

51

52

36

25

60

70

72

66

26

38

〃

〃

急性前 立 腺 炎

亜急性前立腺炎

慢 性 膀 胱 炎(膀
胱 癌)

慢 性 膀 胱 炎(
前立腺肥大症)

慢 性 膀 胱 炎(
前立腺摘出術術後)

慢 性 膀 胱 炎(
カテーテル留置)
(前立腺摘出術術後)

右 腎 切石 術 術後
腎孟炎及び痩孔形成

慢 性 腎 孟 炎

Sulf

な し

CP

Sulf

CP

な し

E.coli

E.coli

Proteus

Bacterium

anitratum

球 菌

E.coli

グラム陽性連鎖

TCCPCloaca
Sulf

CP

TC
Sulf

CP

CP

TC
CP

Staph・aureusβOOエng×5$taph・au「eus

i…

E,coli80Qmg×3Enterococcus

i,。Qmg。 、i-

800mg×4一

ζ;

800mg×5,Proteus

i

i800mg×3;P禦 陽性連

[S。。mg×6鎖 聴

i800mg×伽

Klebsiella900mg×SIKIebsiella

Ii
ll

Pseudomonas'800mg×8Proteus

改

改

不変

改

不変

不変

改

改

不変

やや改

不変

不変

ミ

1不変 旨不変

不変 やや改

不変 ・不変

。,eu、_、,崩m,。 、…,,。ph,ep、derm1や や 改{改

改 改

有効

有効

無効

やや効

無効

無効

無効

やや効

無効

有効

やや改
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にな り,尿 からも,分 泌液からも緑膿菌が分離された

が,COM投 与後3乃 至4日 目ごろより緑膿を見なく

な り,8日 目には培養上でも陰性となつた例である.

以上800mg内 服例では11例 中有効3例,や や有効2

例,無 効6例 で満足すべき治効ぽ得られていない(第

5表).

4)400mg内 服 群

100mg力 価 カプセル1カ プセル宛1日4回 内服せ

しめた8例 で,急 性感染症2例,慢 性感染症6例 を対

象とした.治 効ははなはだ劣 り,急 性前立腺炎の1例

に有効,単 純な慢性膀胱炎1例 にやや有効,他 はすぺ

て無効であつた,400万 単位筋注に比し,約3倍 の大量

であるにかかわらずその効果は明らかに劣つている.

5)副 作 用

COMが 他の塩酸塩,硫 酸塩に比 しその注射時の疹

痛は軽度であるとされていることは前述したが,著 者

等の経験した症例では,COMで もその約半数は注射

部位の痙痛を訴えた.

400万 単位筋注を行なつた2例 は強 く訴え,そ のた

め注射を3日 で中止した.注 射例で疹痛以外の目立っ

た副作用は認められていない.

内 服 例 で はその量が比較的大量であるにかかわら

ず,800mgの2例 に軽度の悪心があつたのみで 他に

特記すべき副作用はなかつた.

第6表400mg内 服 例

No.
症

例
性
年

令
診 断 前治療 分 離 菌

1

COM

投与法

効 果

培 養 懸1尿 祠 判定

lI.H.♀

2H.Y.623

3Y.0.♂68

41.M.670

5F.K.♀46

6E.1.663

7T.O.659

8F.A.♂42

36急 性 膀 胱 炎 なし

急 性 前 立 腺 炎CP

急 性 膀 胱 炎
(陰茎癌手術後)

急 性 腎 孟 炎CP
(前立腺肥大症)TC

慢 性 膀 胱 炎Sulf.

慢 性 膀 胱 炎Sulf.(膀胱 癌
)、CP

慢 性 膀 胱 炎Sulf.
(尿道狭窄)TC

、論 撫1)lgz

E.coli
Eoterococcus

Citrobact

TCStaph.aureus

Proteus
Klebsiella

E.Coli

E.coli

Protens

E.coli

11 不 変i
400mg×4iEnterocOccus

I…m…r改
　

400mg×4」Staph・au「eusl不 変

1濃欝濃　 　
;…m,・ ・:・・…u・

1i

l400mg×4.Proteus
il
Il

lProteus
400mg×IK1・b・'・1'・

鰐

i不変
「不変

i不 変

不変1無 効
　

改 陣 効

不変陣

不変1鰍

や轍 ド糊

不変

不変

不変

無効

無効

無効

V総 括及び考按

尿路感染症の化 学療法を行 うに当つて,尿 中

分 離菌の種類 とその抗 生物質に対す る感 受性 を

検索す ることがその基 本をなす ことは言を また

ない 著者等 が36例 の尿路感染 症例について分

離 し得 た菌株 は43株 であ り,グ ラム陰i性 桿 菌

が79.1%と 圧 倒的 に多 く認 め られ た .こ れ は

Rittss》.Sulter6).田 坂7》 等の報告 と一 致 す

る.し か し日野8〕.占 部D)等 はStaphylococ-

CUSが ほ ぼ半数を 占め ると報告 してい る.

次 に各種化 学療 法剤に対 す るこれ ら分離 菌 の

感受 性であ るが,Rittss)はEM,CPに,占

部9}もCP,EMに 高 い感 受 性 があつた として

い るが・著者等 の成績 では,KMに 対 して最

も高 い感受性 を示 し,82.1%,COMは これ に

次 ぎ69.8%と 高 率 を示 してい る.以 上 に次い

ではF,CP,TC,EMの 順 であつた.

尚 これ らの中にはKanamycinとCOMに

の み感受性 を示す菌株 もあつた。 この ことは高

安10,等 も指摘す る所 であ る.Pseudomonasは

2株 検 出 されたが,1例 はKM,とCOMに

の み,1例 はCOMに の み 感受 性を示 し,他

斉1」には全 く感受性が なかつた.COMのPseu-

domonasに ・対 す る効 果 につ い'⊂はCarroll4}

等 の報告 があ り,60例 中58例 に有 効で あつた と

述 べてい る.我 々の2例 では1例 に有 効,1例

にや や有効 であつた.

この分離 菌,感 受 性 の関係 に於 て も,COM

は尿 路感染 症の治療上は なはだ有 用な抗生剤 と
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云うべきであ る.

泌尿器科 領域 におけ るCOMの 治 効 につい

ての報告 は未 だ少数 であ るが,西 浦1)等 は46例

中38例 に有 効,8例 無 効 とし,杉 村11)等:は31

例中24例 に 良好 な治効 を得 た としてい る.著 者

等の成績では,400万 単 位 及 び200万 単 位筋 注

例では,17例 中 有効8例,や や有効5例,無 効

4例 とい う成績 を示 して いる.内 服 例では使用

量が大量 であ るにかかわ らず,筋 注例 に比 して

その効果 は悪 く,19例 中,有 効4例,や や有効

4例,11例 が 無効 であ る.こ れ はCOMの 腸

内よりの吸収 のはなはだ少量 であ ることか ら容

易に首肯 し得 る所 であ り,少 くとも尿路感染症

に於ては,内 服 に よる使用 は不 適当 と考 え られ

る.又,注 射投 与 につ いてであ るが,400万 単

位のものは明 らか に200万 単 位に比 して治効 が

す ぐれて居 り,注 射時 の疹 痛は ある として も,

400万 単 位 以上 の投与 がのぞ ましい と考 え る.

以上投与 法別の治効 については,第7表 に示 し

た.

第8表 感染症種類別治効
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尿 路 感 継 副 有効 やや 無効
有効1

第7表 投 与 法 別 治 効

投 与 方 法 例数 有効 購 無効

400万単位/日 筋注127 32

200万単位/日 筋注51 22

800mg/日 内服113 35

400皿g/日 内服81 16

泌尿器科領域における感染症は多 くの特殊性

を有して居 り,そ れは化学療法を行 う場合に大

なる影響を及ぼす.す なわち,膀 胱鏡的操作,

尿道乃至は尿管腎孟に対す る カテーテル の留

置,尿 道,膀 胱,腎 孟洗溝等,叉 種 々の尿路手

術術後,膀 胱腫瘍,結 石その他尿路通過障碍を

起す様な合併症等々が問題 となる.COMに よ

る今回の治効をその感染症の種類別に表示する

と第8表 の如 くになるが,急 性感染症に対 して

もつとも効果が良 く,次 いで単純な慢 性 感 染

症,合 併症を伴 う慢性感染症又はカテーテル留

置中のものはやは り治効が劣ることが観察 され

た.

急 性 感 染 症1910 3 6

慢 性 感 染 症61 3 2

合併症を伴う
慢 性 感 染 症81 3 4

合併症を伴 うカテー
テ・瑠 置中の慢性感30 0 3

染症

計3612 9 15
冒

VI結 語

種 々の尿路感 染症患者36例 を対象 として,そ

の尿 中細菌 を分離,各 種化 学療法薬 剤に対 す る

感受性 検査を行い,COMを 投 与 して,そ の治

効 を観 察 した.

分 離 菌は43株,そ の内桿菌34株(79.1%),

球 菌9株(20.9%)で あ り,も つ とも多かつた

のは大腸菌 の16株(37.4%)で あ った.

これ ら分離菌 の感受性検査 の 結 果,KMに

対 して感受性を示す もの35株(81.2%),次 い

でCOMで19株(69.8%),Fに 対 して21株

(48.8%),CPに は15株(34.9%),TCに は

14株(32.6%)で あ つた.

以 上 の症例に対 してCOMを 筋 注及 び 内 服

で投与 したが,筋 注例で は17例 中有効8例,や

や有効5例,無 効4例,内 服例 では19例 中有効

4例,や や有効4例,無 効11例 で あつた.

尚副作用 としては筋注 例に於 て注射部位 の疹

痛 を訴 え るものが多 く,内 服 例で2例 に悪心 が

見 られ たが,他 に特 記すべ きものはなかつた.
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